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 研究要旨：浸潤型の膵管内乳頭粘液性腫瘍（IPMN）を有する患者に対する切除の妥当

性を検討した。浸潤型膵管内乳頭粘液腫瘍(IPMN)の予後は、癌の浸潤距離が10mm以下
と10mm以上で有意に異なった。また、10mm以上の浸潤を示す浸潤型膵管内乳頭粘液
腫瘍(IPMN)予後は、膵癌の予後と有意差がなかった。膵管内乳頭粘液性腫瘍（IPMN）
と粘液嚢胞性腫瘍（MCN）に関する国際診療ガイドライン(2012年)に示されている「
high-risk stigmata」に属す腫瘍は手術されるべきである。 

 

 
Ａ．研究背景と目的 
浸潤型の膵管内乳頭粘液腫瘍(IPMN)は通常
型膵癌に比べ予後が良いとの報告があるが
、浸潤距離の観点からの報告は少ない。こ
の研究の目的は、浸潤距離の観点から浸潤
型IPMNの性質を調べることである。それに
加えて、膵管内乳頭粘液性腫瘍（IPMN）と
粘液嚢胞性腫瘍（MCN）に関する国際診療
ガイドライン(2012年)に示されている「
worrisome features」と「high-risk stigmata」
の妥当性ついての検討もおこなった。 
 
Ｂ．研究方法 
大阪市立大学で1989年から2013年にかけて
切除されたIPMN患者88例につき遡及的に
検討した。それら症例を癌の浸潤距離によ
り以下に分類した。T1a (浸潤距離 5 mm以
下), T1b (浸潤距離: 5 ~ 10 mm), T1c and ≥ T2 
(浸潤距離: 10 mm以上)。また、術前に画像
により、膵管内乳頭粘液性腫瘍（IPMN）と
粘液嚢胞性腫瘍（MCN）に関する国際診療
ガイドライン(2012年)に示されている「
worrisome features」と「high-risk stigmata」
の妥当性についての検討も行った。 
 
Ｃ．研究結果 
浸潤型膵管内乳頭粘液腫瘍(IPMN)の予後は
、癌の浸潤距離が10mm以下と10mm以上で
有意に異なった。また、10mm以上の浸潤を
示す浸潤型膵管内乳頭粘液腫瘍(IPMN)予後
は、膵癌の予後と有意差がなかった。5mm
以上の浸潤を示す浸潤型膵管内乳頭粘液腫
瘍(IPMN)は、全て膵管内乳頭粘液性腫瘍（
IPMN）と粘液嚢胞性腫瘍（MCN）に関す
る国際診療ガイドライン(2012年)に示され
ている「high-risk stigmata」に属していた。 
 

 Ｄ．考察 
膵管内乳頭粘液性腫瘍（IPMN）と粘液嚢胞性
腫瘍（MCN）に関する国際診療ガイドライン
(2012年)に示されている「high-risk stigmata」
は妥当と考える。 
 
Ｅ．結論 
膵管内乳頭粘液性腫瘍（IPMN）と粘液嚢胞性腫
瘍（MCN）に関する国際診療ガイドライン(2012
年)に示されている「high-risk stigmata」に属す腫
瘍は手術されるべきである。 
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